
場所

1階

奥のフロア

104・105
会議室

104・105
会議室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催　北方森林学会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共催　一般社団法人日本森林学会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人日本森林技術協会

ポスター発表�コアタイム（奇数番） 15:00-16:00

ポスター発表�コアタイム（偶数番） 16:00-17:00

17:00-17:15  ポスター・パネル撤収

1階レストラン

SORA

ポスター賞・技術賞の表彰  17:15-17:30

        懇親会�17:30-19:15

新野彬子　（住友林業）

107
会議室

ポスター掲示��13:00-17:00
※ポスターの掲示は会場の準備が整いしだい可能です。準備完了は9:30頃を見込んでいます。

口頭発表��13:00-15:00

司会：尾張敏章（東京大学北海道演習林）

昼　食　休　憩　12:00-13:00

2階

小ホール

総会�9:30-10:25

シンポジウム�10:25-11:55
 ※総会終了時刻によって開始時刻が前後にずれる場合があります。

「森林認証制度の概要と北海道における取組 」

◇　講演　◇

PEFCとの相互承認とSGEC認証の課題

志賀和人　（筑波大学）

北海道における森林認証の取得状況について
三浦祥子　（北海道庁）

森林認証の取得と更新の現状について

受付�9:00-

第65回北方森林学会大会プログラム
※総会、シンポジウムの時間帯が変更になっています。ご注意ください。

タイムテーブル
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口頭発表：107会議室　　　13:00～15:00

演題 発表者（所属）

林政 13:00 ～ 13:15 北海道における広葉樹材流通・需要の現状 ○嶋瀬拓也（森林総研北海道）

O-01

林政 13:15 ～ 13:30 北海道における指導林家の林業経営の現状 ○烏野亮祐（北大大学院農学院）

O-02

経営 13:30 ～ 13:45 北海道における「施業の集約化」の運用と課題 ◯間島渉（北大大学院農学院）

O-03

防災 13:45 ～ 14:00 津波による海岸林の被害形態の変化 ◯鳥田宏行（道総研林試道南）

O-04

保護 14:00 ～ 14:15 摩周湖周辺の樹木減少について ◯山口高志（道総研環境科学研究センター）

O-05

造林 14:15 ～ 14:30 択伐施業林におけるカツラ集団の遺伝的多様性
○中西敦史・永光輝義・北村系子（森林総研北海
道）

O-06

立地 14:30 ～ 14:45 アカエゾマツ林と利尻山テフラの関係
○春木雅寛（北大総合博物館）、東三郎（北大名誉
教授）

O-07

立地 14:45 ～ 15:00
多雪地域の重粘土地におけるコバノヤマハンノキ植
栽木の成長に及ぼす地表処理の効果

○棚橋生子・真坂一彦・佐藤弘和・福地稔（道総研
林試）、佐藤孝弘（道総研林試道東）

O-08

摩周湖のダケカンバ立ち枯れ要因の調査研究として、現在までに行ってきた大気中オゾン濃度と霧の
酸性度及び窒素沈着量について報告する。また、立ち枯れの実態把握調査として航空写真判読による
摩周湖周辺の樹木減少地域の推定と、過去写真との比較による確認や定点観測による樹木減少につい
ての情報蓄積を進めており、これらについても合わせて報告する。

第65回北方森林学会大会　研究発表プログラム

発表時間

要旨

要旨

近年、全国的に「施業の集約化」が進められているが、平均的な所有規模が大きい北海道では集約化
の内容や手法が異なると考えられる。そこで、道内の森林組合における集約の取り組みについてその
現状を把握し、集約化で何を達成しようとしているのか、実行上の課題は何かを明らかにする。また
集約化を進めるうえでの、森林組合組織・施業プランナーの果たす役割と、所有者との関係構築のあ
り方についても明らかにする。

統計・資料の検討と聞き取り調査をもとに、本道における広葉樹材流通・需要の現状を整理した。本
道の広葉樹材市場は、2009年以降、ナラを中心として回復傾向にあるが、その背景には、ロシア産広
葉樹材の調達が困難になり対応を迫られた道内木材・家具産業による道産材回帰の取り組みなどがあ
ると考えられた。報告では、このほか、形状や材質に応じた素材の使い分けについても触れたい。

木材価格の低迷などにより、林業経営意欲を喪失した林家が増加している一方で、北海道指導林家の
ように、林業経営の収益性と持続性の確保を追求している林家が存在している。人工林が主伐期を迎
えつつあることを踏まえ、指導林家の林業経営の現状と今後の意向を把握し、その経営構造を明らか
にし、民有林における収益性と持続性のある林業経営の在り方を考察する。

要旨

多雪地域の重粘土地での樹木植栽方法検討のため，北海道当別町の牧野跡地において，処理なし，盛
土，耕転の3地表処理区にコバノヤマハンノキを植栽し，その後6年間の生育状況を調査した。樹高成
長では処理区間で大きな差はなかったが，直径成長では他の2処理区より盛土区で大きく，その結
果，雪害個体数は盛土区では耕転区と無処理区より少なくなった。以上から多雪地域の重粘土地では
盛土が最も効果的な地表処理方法といえる。

要旨

要旨

アカエゾマツ林は特殊な立地での生育が知られ、蛇紋岩山地、砂丘、湿原などに成立している。この
地学的な区分と林学的解釈は混然としている。この整合性を確かめるために、現地調査と土壌分析を
行い、考察した。対象地は北海道北部である。調査の結果、これまで知られていなかった頁岩風化山
地のアカエゾマツ林を含め、アカエゾマツ林の林床は、いずれも利尻山の火山噴出物（テフラ）で構
成されていることが明らかになった。

要旨

天然林施業による樹木の持続的利用のためには遺伝的多様性を確保する必要がある。遺伝的多様性の
喪失は環境変動に適応できる遺伝形質の減少や近親交配の増加と近交弱勢の顕在化をもたらし、局所
個体群絶滅の危険性を高めるからである。本研究では遺伝的多様性を確保した施業技術を検討するた
め、夕張広葉樹施業実験林におけるカツラを対象とし、集団の遺伝的多様性や遺伝的変異の空間パ
ターンなどを明らかにする

要旨

海岸林の津波抵抗性を簡易な力学モデルを用いて求めた。津波に対する抵抗性は、立木に被害が発生
するときの流速（限界流速）を指標とした。その結果、直径の増大は、被害形態（根返り、幹折れ）
に影響を与え、太い立木は根返りしやすくなることが、計算から示された。また、津波による実際の
被害データと比較すると、直径の増大による被害形態の変化が確認された。

要旨
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